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③ヒトの起源とその発展 

 

二つの研究方法をテコとして 

渡辺 人類の起源を考える場合，研究のしかた

が二つあります．一つは化石という証拠を使っ

ていく方法，もう一つは一番人間に関係の深い

霊長類を調べていく方法です．霊長類というサ

ルの仲間は，大変ぐあいのいいことには，最も

下等なものから人間のような高等なものまでか

なりそろって，現在生きています．ほかの動物

ですと，何千万年かかって進化してきた途中の

ものはたいてい絶滅してしまって，現在残って

いるのは一番終りのものです．ところが霊長類

では，その進化の途中のものも残っているので，

生きているサルを下等なものから高等なものま

で並べてみて比較をすると，どんなふうに進化

してきたかということを推定することができる

わけです． 

しかし，それだけでは当てになりませんから，

実際の証拠としては化石にたよるわけです．ま

た，人間がいつごろからいたかということを考

える場合には，道具というものが一つの証拠に

なります．人間だけしか道具をつくらないとす

れば，石器のようなものが出てくれば，これは

人間の骨が出てこなくても人間がいたというこ

とは推察できるわけです．こういった証拠なり

材料を使って人間がどのようにして誕生してき

たかということを探るのです． 

そもそも一番始めに，人間の進化ということが

考えられたときには，いわゆる霊長類の中の比

較から始まりました．人間に最もよく似ている

のはゴリラとかチンパンジーとかいう類人猿で

すが，からだの構造からいって，その違いは非

常に小さい．だからおそらく，人間というもの

は類人猿のようなものから出てきたんだろうと

考えたわけです．そのような推察が行なわれて

いるうちに実際の化石が出てきた．確かにその

化石は，人類よりは類人猿に似たかっこうをし

ている．現在のわれわれに比べると非常に原始

的な姿をしているのです．それで戦後までは，

一番古い人類の祖先は，ジャワや北京で出てき

たようなピテカントロプスの仲間だと考えられ

ていました．ところが戦後になって，それより

ももっと古い祖先が浮かび上ってきました．例

のアウストラロピテクスというたぐいがそれで

す． 

 

この４半世紀に人類進化の考えは大きく変った 

アウストラロピテクスが一番初めに見つかった

のは1924年で，そのときはほとんど問題にされ

なかった．それは頭の骨でしたが，子供の骨だ

ったので特徴があまりはっきりしなかったので

す．アウストラロピテクスのおとなの骨が初め

て出てきたのは1936年で，そのときもそれほど

学界の反響をよばなかった．結局アウストラロ

ピテクスがほんとうに人類の祖先として認めら

れるようになったのは，戦後です．1947～48年

にかけてたくさんの骨が出てきて，これこそ人

類の祖先ということになった．このときから人

類の進化の考え方がガラッと変わっていくので

す．ほんとうにここ四半世紀の間に人類の進化

の考え方が非常に変わりました． 

その理由はいろいろありますが，いま言ったよ

うな古い化石の証拠が出てきたことが一つ．も

う一つ重要なことは，年代がわかるようになっ

たことです．新しい年代測定法が開発されて，

人類のあらわれたのは，今まで考えられていた

よりははるかに古いということがわかってきた．

この二つのことによって，人類の起源というも

のが見直されてきました． 

さらにもう一つ重要なことは，化石人類の分類

が整理されたことです．今まではわりあいに，

人類については詳しく調べられているものです

から，骨が出てくるとやたらに新しい学名をつ

けてきました．そのために人類として属や種が

たいへんに変化してきたように思えたんです．

ところが戦後になって，動物を扱う古生物学者

が人類の化石を見ると，その形の変わり方とい

うのは，ほかの動物に比べるとせいぜい種の違

いぐらいで，一つ一つ属を異にするほどの違い

ではない．そこで化石人類の学名は，たいへん

整理されました．現在では人類は，属として見

ますと，アウストラロピテクスの仲間とホモの

仲間，この二つになりました．学者によると，

アウストラロピテクスもホモに入れると言う人

もいるくらいですが，ともかくそういうことで

整理され，人類の進化の概観がたいへんすっき

りしてきました． 

新生代における哺乳類の爆発的放散と霊長類 

では，人類がいつあらわれたかということです

が，この座談会の表題にあるように，第四紀は

人類の時代なのです．かつてはアウストラロピ

テクスは第三紀に属するといわれたのですが，

一緒にでてくる動物相を第四紀に入れるという

地質学の国際協定によって，アウストラロピテ

クスも第四紀に属することになりました．つま

り第四紀は，名実ともに人類の時代と言ってい

いことになります． 

第四紀の特徴は何かといいますと，一つは人類

の出現，もう一つは，第三紀にはなかった氷河

の出現です．氷河現象は，人類があらわれてく

る初めのころからあったわけではありません．

しかしいずれにしても，人類が進化をとげた時

代は，地球上はそれまでになかった非常に苛烈

な環境条件にあったのです．氷期と間氷期とが

くり返されるという環境の変化に富んだ時代に

は，いろいろな動物も，その環境に適応してゆ

くために進化をとげます．だから，必ずしも人

類だけが特別ではなかった．実際にほかの動物

もやはり進化をとげているのです． 

だいたい今から6000万年くらい前に，新生代と

いう時代が始まりました．その前の中生代とい

うのは，いわゆる爬虫類のはびこった時代で，

そのころから哺乳類の原始的なものはあらわれ

ていたのですが，それはまだ影のうすい存在で

した．それが爬虫類が衰えて新生代になると，

哺乳類はにわかに勢をえて，栄えるようになる

のです．このことを，哺乳類の爆発的放散とい

いますが，要するに急にいろんな種類に分かれ

て，数もふえてきたということなのです．そし

て，地上で生活するもの，クジラのように海に

入るもの，コウモリのように空を飛ぶもの，ま

たモグラのように土の中にもぐるものなど，そ

れぞれの生活の場を求めていろんな種類のもの

が分かれて出てきました．そのなかに，一つ特

殊なものが出てきた．その特殊な一群が霊長類

なのです． 

樹上生活をする霊長類の特徴―１ 

―手足の指でものをつかむ― 

霊長類の特徴は何かといいますと，樹の上で生

活をするということです．樹の上で生活をする

といっても，これはなかなか容易ではありませ

ん．樹上生活で一番重要なのは，まず樹に登る

ことでしょう．登るのにはもちろん手足を使っ

て登るのですが，その登り方が，手足の指で幹

をつかんで登るところに特徴があるのです． 

ネコの樹登りは鉤爪を幹にひっかけて登ります

が，霊長類は鉤爪をもっていません．われわれ

と同じ平爪です．５本の指がばらばらになって

いて，親指とほかの４本の指で幹をつかんで登

るようにできているのです．
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図3-1にさまざまな猿と人間の手と足の図を並

べてみました．これをみても，そのかっこうが

非常によく似てることがわかります．ただ人間

の足だけ，が地上生活に適応するために特殊化

している．特殊化というのは，要するに変わっ

た形になった．チンパンジーだってゴリラだっ

て足でものをつかみますが，人間はつかめない．

それでもまだ人間も綱渡りするときには親指を

使いますけれど，あれは木登りのときの習性が

残ってるんですね（笑）．南洋では足を使って樹

に登る人たちがいますが，やはり親指を使って

います． 

樹上生活をする霊長類の特徴―２ 

―立体視できる眼と可動範囲の広い腕― 

樹上生活をするために霊長類にそなわったもう

一つの重要な特徴は，眼なんです．地上の生活

では，鼻がきかないとだめですが，樹の上では

鼻がきいたってしょうがない．それよりも眼が

利かなければ，樹から落ちてしまいます．霊長

類は馬などと違って，両眼が前の方を向いて，

立体視といって，両眼の視線のなす角度によっ

て物の距離をはかることができるようになって

いるのです．また，木の枝から枝へ飛びうつっ

たり，ぶら下ったりするために，腕がよく動か

なくてはなりません．地上の四つ足の動物にく

らべて，霊長類では肩の関節の可動範囲が広い

ことも特徴の一つです． 

こういう基本的な特徴の上に，さらにほかにも

いろいろの特徴があります．たとえば脳がほか

の哺乳類に比べれば多少発達していること．子

供を一匹づつ産むとか，お乳が２つしかないこ

となど，いろいろあります． 

原猿類から最初のヒト科・ラマピテクスまで 

ところで霊長類の最も下等なものは，原猿類と

よんで，リスぐらいからせいぜいネコぐらいの

大きさしかなくて，顔つきや体つきもリスやキ

ツネに似ている連中です．この一見猿らしくな

い猿は現在でも生きていて，マダガスカル島と

か東南アジアなどにおります．化石の証拠から

いうと，少なくとも6000万年から4000万年くら

い前までは，そんな下等な原猿類しかいなかっ

た．それが，3600万年くらい前になりますと，

真猿類といって，ほんとうの猿らしい猿が出て

きます．現在地上にいる真猿類には２種類あり

まして，アメリカにいる新世界ザルと，アジア

・アフリカにいる旧世界ザルです．歯をみると，

新世界ザルでは小臼歯が３本，旧世界ザルでは

われわれと同じく２本になっていますから，こ

の点で新世界ザルの方が下等なのです．このよ

うなサルが，3600万年ぐらい前にはじまる漸新

世の初めには出てきているのです． 

それがだんだん進化を遂げて，中新世の初め頃

つまり，2500万年くらい前になりますと，類人

猿の祖先らしいものが出てくる．そして現在，

人類の祖先，最も初期の人類と思われるものは，

その中新世の終りごろ，大体1400万年前とか

1500万年前にいたラマピテクスです．ラマピテ

クスの化石は，北インドのシワリクと東アフリ

カから出ています．これがヒト科という種類の

一番古いものだといわれています． 

では何でヒト科と言えるかといいますと，これ

はあごのところの骨のかけらしか出ていないの

ですが，要するに歯の特徴，特に臼歯の形とか

歯の並び方などが人類的だからです．昔から歯

は，動物の系統をあらわす重要な目安になって

いますが，それからみるとラマピテクスは，ヒ

ト科に入れてさしつかえない．これは多くの学

者が賛成しています． 

人類であることのキメ手―２足直立歩行― 

しかし，ほんとうの人類とは何か．その根本は

やはり，２本足で立って歩くということです．

そういうからだの構造を身につけたものがほん

とうに人類で，歯のほうもただ臼歯の形などだ

けでなく，犬歯が小さくなってくる．われわれ

はゴリラみたいに犬歯が大きくない．ほかの歯

と比べてもそれほど大きくないのです．それか

ら口の部分もだんだんひっ込んできてます．い

づれにしても，そういう２本足で立って歩いた

という特徴のある人類，これはアウストラロピ

テクスからです． 

つまりラマピテクスは，ヒト科といわれていま

すが，あごのかけらしかないんですから，２本

足で立って歩いた証拠は何もない．ですからこ

れは，昔から使われている言葉ですが，今のと

ころは先行人類と呼んだらよかろうと思います．

そしてアウストラロピテクスのように，確実に

２本足で立って歩くようになったものを，真正

人類と呼んだらよいと思います．そのほうが，

まぎらわしくなくてよろしい． 

アウストラロピテクスのからだの構造 

ですから結局今日，われわれがほんとの人類と

いうのは，アウストラロピテクスからなのです．

このアウストラロピテクスの骨は，1959年まで

は南アフリカからしか出なかった．それが1959 

図３･１－霊長類の手と足 <原図A.H.Schultz>
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年に東アフリカからも見つかって，ジンジャン

トロプスという名前がつけられました．はじめ

は，東アフリカのタンザアにあるオールドワイ

という谷の辺からたくさん出てきましたが，最

近では，それよりも北方のケニアのルドルフ湖

の東からも続々と出てきた．さらにその北のほ

うへ行くと，エチオピアの南のところに，ルド

ルフ湖に通じるオモ河という河がありますが，

その流域あるいは河口の近辺からも続々と出て

きています． 

ところで昔は，人類とサルとを区別する目安に

したのは脳でした．脳の発達が，人類を人類た

らしめたものだろうと考えた．そして脳の発達

をあらわすのは脳の容積だということで，脳の

容積が800ccあるいは850ccに達しなければ，人

類とは認めないというようなことが考えられて

いました．確かにピテカントロプスやシナント

ロプスの脳の大きさは，それをこえています．

ところがアウストラロピテクスがでてきて，そ

の脳が大体500ccくらいです．それなのにこの

連中は，２本足で立って歩いた証拠が歴然とし

ています．どうしてそれがわかるかというと，

たとえば，頭の骨には脊髄の出る穴があります

が，その穴がゴリラなどでは，後頭部にうしろ

のほうを向いて開いています．つまり脊髄の先

に頭がぶら下がっているかっこうになっている

のです．だから，首のうしろのところで頭骨を

筋肉で引っぱってないと，頭が前へ落ちてしま

います．そのために首のうしろの筋肉が非常に

強くできている．強くできているのがどうして

わかるかというと，筋肉のつく骨の部分が広く

て頑丈にできているのです． 

ところがアウストラロピテクスでは，脊髄の出

る穴が頭骨の下のほうに開いていて，つまり，

脊柱が頭骨を下から支えているかっこうになっ

ている．したがって，頭をうしろへ引っぱって

いる首の筋肉は弱くていいわけですから，その

付着部もずっと縮小しているのです． 

それからもう一つの重要な証拠は，腰の骨なん

です．アウストラロピテクスの腰の骨は，われ

われのものと全く似ています．ここで注意しな

くてはいけないのは，ゴリラとかチンパンジー

は，２本足で立っている絵や写真がよくありま

すから，人類のようにふだん２本足で立って歩

くと思われがちですが，腰の骨をみると全然２

本足で立つようにできてないのです．ほかのサ

ルや四足獣と同じで，４本足で歩くようにしか

できていない．ですから人類は，類人猿ともま

るで違うのです．ところがアウストラロピテク

スは，その腰の骨からいって２本足で立って歩

いた証拠がはっきりしている．これこそほんと

うの人類と呼んでいいわけです． 

開放された手によって始めて道具がつくられた 

では，２本足で立って歩くことがなぜ重要かと

いいますと，それは２本足で立って歩くことに

よって，前足が歩くのに使わなくてよくなった

からです．ただ，ここのところが重要なのです

が，前足を使わなくなったというだけでは，人

類らしい人類は生まれてこなかった．たとえば

馬などがかりに２本足で立つようになっても，

ひづめのある前足ではたいしたことはできない．

人間はたまたま，樹に登るのに物をつかんで登

るという，霊長類が共通にもっている特徴をそ

なえていたから，物をつかんだり，つまんだり

して道具をつくることができるようになった．

しかも，立体視が発達していて距離をはかるこ

とができるという特性も，道具をつくるにしろ

使うにしろ，非常に重要な意味を持っているの

です．だから，人類というのは，霊長類一般が

もっているそういう共通の特徴を基盤にして，

その上で開放された手によって道具をつくるこ

とができた．このことが，そもそも人間の文化

の始まりなのです． 

アウストラロピテクスは石器をつくり使用した 

そこで，もしアウストラロピテクスにそういう

ことができたのならば，当然その道具の証拠が

あっていいはずです．ところが，南アフリカの

アウストラロピテクスの化石をだした遺跡から

は，ちっともその証拠が出てこなかった．それ

が東アフリカのジンジャントロプスを出したオ

ールドワイ谷で見つかったのです．そこには，

彼らの生活した地表面が埋もれていたので，石

器が出てきました．それは粗雑な石器だけれど

も，明らかに人間がつくったものなのです．発

見の歴史からいうと，実は石器のほうが先に見

つかったのです．オールドワイ谷からは，昔か

ら石器がみつかって，リーキーという人は，石

器があるから人間の化石もあるだろうと思って．

30年間さがし続けてようやくその化石を見つけ

たわけです．とにかく，東アフリカではアウス

トラロピテクスが石器を使ったという証拠が出

て，いよいよアウストラロピテクスはまぎれも

なく人類であるということになったわけです． 

図３･２－人間とゴリラにおける寛
かん

骨と姿勢と

の関係 
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人類の四つの群 

そこで，人類の進化の段階を考えますと，化石

人類は大体四つの群に分けられます．いま話し

たアウストラロピテクスの仲間を猿人，ジャワ

のピテカントロプスや北京人の仲間を原人とい

います．昔はジャワのピテカントロプスのこと

を猿人といいましたが，最近では原人とよびま

す．それからネアンデルタール人の仲間を旧人

といい，われわれと変わらない仲間を新人とい

います．脳の大きさからみますと，一番初めの

猿人は，500ccから600ccです．原人と呼ぶジャ

ワのピテカントロプスでは大体900cc前後．北

京人のほうは少し大きくて1100ccくらいのもの

もあります．それから旧人のネアンデルタール

になると，われわれと変りなく，大きいのは

1500ccくらいもあります． 

さきほど，戦後になって古生物学者が化石人類

の分類をして，大変すっきりと整理されたとい

いましたが，動物分類の立場から現在では，こ

の四つの群は，大きく分けて二つの属に区分さ

れます．猿人は，アウストラロピテクス属，そ

の他はすべてホモ属です．原人はホモ・エレク

トスといってホモ属の中の一つの種としていま

す．それから，ネアンデルタールつまり旧人と

われわれ新人は，両方ともホモ・サピエンスと

いう種です．旧人と新人の違いは，言ってみれ

ば人種の違いくらいということになります．そ

こで旧人のことをホモ・サピエンス・ネアンデ

ルターレンシスといい，われわれの同類である

新人のほうをホモ・サピエンス・サピエンスと

よびます． 

食性革命 

人類の場合には，ほかの動物のどれももってい

ない文化をもっているということが非常に重要

なのですが，その証拠は，さきほどいいました

ように，猿人の時代にすでに粗雑な石器が出て

います．オールドワイ谷からは石を積んで並べ

たような跡もでてきた．何に使ったかわかりま

せんが，とにかく生活の遺構には違いないので

す．そしておそらくこの時代から，猿人は狩を

したらしいということがいわれています．その

証拠には，ジンジャントロプスの出た地層から

は，非常に小さな動物しか出てこない．たとえ

ばカメとか水鳥とか小さな動物が多いのです．

おそらくまだ技術が幼稚で，そういうものしか

とれなかったのだろうと考えられます． 

しかし，これは重要なことで，人類が動物をと

って食うようになったというのは画期的なこと

といわなければなりません．霊長類は，大体植

物食です．最近，チンパンジーが小さな動物を

とってその肉を食べるところがみつかっていま

すが，常にやるというわけではなく，主体は植

物食です．全般からいうと霊長類は植物食なの

に，人類は猿人の段階から肉食をはじめたとな

ると，これは注目すべきことです． 

原人の段階では不思議なことに，ジャワのピテ

カントロプスのほうからは一向に石器も出てこ

なければ，食ったあとも出てこないのですが，

北京人は洞窟がすみかだったものですから，生

活のようすがわかります．ここからは，火をた

いた跡がみつかりましたし，大きな動物を狩っ

た証拠もはっきりしています．焼けた動物の骨

もでていて獣肉をあぶって食べたものと思われ

ます．ショッキングなのは，北京原人を研究し

たワイデンライヒという有名な学者が，北京原

人には食人の風習があったといっていることで

す．人の頭骨から脳をとり出して食べたり，骨

を割って骨髄を食べた形跡があったというので

す．同類を食べるという人類独特の行為が，す

でに原人の段階から行なわれていたのでしょう

か……．それはともかくとして，北京原人の洞

穴からは木の実の炭化したものも出ていますか

ら，植物を食べていることもたしかです．石器

もある．だから原人では雑食だったことは明ら

かですが，おそらく猿人の段階からそういう雑

食性になったのだろうと思われます．雑食にな

ったということは，要するに人類の適応できる

範囲が非常に広くなったわけで，それだけ人類

が発展する可能性が大きくなったということを

意味します． 

霊長類のなかで，なぜ人類だけがそうなったか

というと，それは道具の使用と大いに関係があ

ると思います．ほかの霊長類が獣類をとらない

のは，身にそなわった武器がないのですから，

これはとれないのです．人類は，道具を使うこ

とによってはじめて動物を狩ることができるよ

うになった．これは，食性革命といっていいく

らい重要な変化なのです． 

無力な地上生活における唯一の武器 

それともう一つ，道具の使用ということの重要

な意味があります．人類というのは，先ほどい

ったように，樹上の生活に適応した霊長類の一

員でありながら，地上におりて地上の生活に適

応したものです．ですから，もともと人類は，

地上の生活には不適当なからだをしているわけ

です．鼻はきかないし，走るのもおそい．猛獣

から身を守るにも，身にそなわった武器は何も

ない．鉤爪もなければ牙もない．特に人類は猿

人の段階からすでに牙をもっていません． 

とにかく地上におりた人類は，きわめて無力な

動物だったわけです．この無力な人類が，猛獣

から身を守り，地上の生活に適応して，その生

存を全うするためには，まさに道具の使用があ

ってはじめて可能であったと―こう考えてい

いと思われます． 

家族―その生物学的基盤― 

そのほかに，道具の使用にはじまる人類独特の

生活の仕方というものは，やはり人類の生物と

しての特性があったからでてきたことで，そこ

にはいろんなことがあります．人類の発育が非

常におそいということもその特徴の一つです．

類人猿に比べてみても人類の発育は２倍くらい

おそいのです．たとえば歯のはえかわる時期に

したって，月経が始まる時期にしても，発育が

止まる時期にしても全部おそい．何でもないこ

とのようですが，これは大変重要な意味をもっ

ているのです．はたしてアウストラロピテクス

の時代からそうであったかどうかわかりません

が，いずれにしても子供の保護ということを考

えても，親とくに母親の負担はたいへんなもの

です．とにかく赤ん坊は歩けないのですから，

それを守るというのは一通りや二通りの苦労で

はない．歩けるようになってもまだまだ保護し

てやらなければならない． 

ここで家族というものが重要な役割を果すので

す．家族というのは，普通の猿にはありません

が，類人猿の段階から家族らしいものが出てき

ます．人類の場合には，恒常的な家族というも

のがあって，それが単位となって社会をつくっ

ていますが，これも決してただ単なる便宜から

出てきたのではなくて，やはり生物学的な基盤

があるのです．これは発情期の問題と関係があ

って，普通の日本ザルなどは，発情期のときは

オスとメスがくっつきますが，発情期がすぎれ

ば別れてしまう．人類ではオーバーにいえば，

のべつまくなしに発情していますから（笑），そ

ういうふうなことで家族ができているのです．

そして，父親は子供や母親を守って，えさを運

んでくる役目をする．今だって月給袋というえ

さを運んでくるのは大体雄ですけれども（笑）．

母親は子供の保育に当たる．こういう男女の分



   

 

URBAN KUBOTA NO.11｜52 

担は，おそらくアウストラロピテクスの段階か

ら始まったのでしょう．そういうふうなことが

人類の生活を支えてきたわけです． 

言語の発達―その生物学的基盤― 

言語というのがまた，人類の発展にたいへんな

役割を果しています．言語は，確かに人間特有

のものですけれども，お互いのコミュニケーシ

ョンというのは，なにも人類だけのものではな

い．昆虫にだってあるし，鳥やけものにもある．

しかし人類だけに言語ができてきた，というこ

とには，それ相応の生物学的な基盤があるので

す．これにはもちろん，さまざまなものを抽象

する能力なり，記号化する能力が重要ですが，

それを表わして他人に伝える手段がなければな

りません．人類は音声によって，いま言ったよ

うないろいろなシンボルを表わして，それをコ

ミュニケーションに使っているわけですが，人

類ほど多種多様な有節音を出せる動物はいない

のです．これにも，人類の生物としての特性が

大いにあずかっているのです． 

その一つは，二足直立歩行に伴なって，のどの

部分に空間ができたということです．この空間

は，ほかのサルにはない．要するに四足歩行し

ている動物には，共鳴効果のある咽喉部の空間

がないのですが，それが人類にはできた．それ

から人類が類人猿と違う特徴は，歯の並び方が

放射線状なんです．サルだとＵ字型になってい

て，昔よく言われたのですが西洋ブロのかっこ

うをしている．そのために人類では，口腔の舌

の動く範囲が非常に広くなっているのです．広

いばかりではなくて，舌の筋肉が付着している

部分が，類人猿だと下あごの内側にべったりく

っついているのですが，人類では下あごの内側

にちょっとした出っぱりがあって，そこのとこ

ろだけにくっついている．そのために舌が自由

に動くのです．こういう特徴は，進化の過程で

だんだんに発達してきたのでしょうが，舌の筋

肉に関してはすでにアウストラロピテクスの段

階から類人猿とは違います． 

しかも人間の場合には発育がおそいということ

も言語の発達に関係があります．言葉をしゃべ

る，音を出すと簡単に言いますが，これは考え

てみると容易なことではないのです．くちびる

を動かすこと，舌を動かすことだけではなく，

呼気や吸気をうまくやらなければ音は出ないし，

くちびるとかあごとか，そういういろいろな部

分を動かす筋肉の協調がうまくいってはじめて

さまざまの音声が出せるわけです．だから子供

は，なかなかちゃんとした言葉が話せません．

子供は，非常に長い時間をかけて立ち，歩くた

めの努力をしますが，その間に，そういうさま

ざまの筋肉を動かすための神経を協調させる訓

練をしているわけです．そして子供の発育がお

そいということが，さまざまの音声を出すため

の訓練の期間にも通ずることになります．こう

して人類は，多種多様な音声を使い分けること

ができるようになりました．この言語というも

のが，人類の文化を発達させる上に非常に重要

な意味を持っていることは，あらためていうま

でもありません． 

生後に習得される人類独自の生活技術 

このように人類は，二足直立歩行に伴って，開

放された手によって道具をつくることから始ま

って，さまざまな生活技術を編み出しました．

道具をつくったりするだけでなくて，社会のい

ろんな仕組みをもつくり出しました．これらは

いずれも生活の技術で，こうした生活技術とい

うものを，ほかの動物は持っていない．ほかの

動物の生活の仕方と決定的に違うところは，こ

れが遺伝によって伝わるものではないというこ

とです． 

能力は遺伝によって伝わりますが，生活技術そ

のものは遺伝によっては伝わらない．それは生

まれてから後にならい覚えて，そして子孫に伝

えるわけです．われわれは生まれながらにして

は何もできない．簡単な道具をつくることも知

らない．それは生まれてから後に，社会を通し

て教えられる．習得したものがまた，社会を通

して子孫へと伝えられる．その間に新しい生活

技術が発明されたり，改良されたりすれば，そ

れが次の世代へと伝えられまた進歩をとげる．

だから生活技術は，世代を重ねるにしたがって

進歩します．ただ，その進歩も初めのうちは非

常におそかった．アウストラロピテクスの段階

では，礫器などは60万年から70万年の間ちっと

も変わらない．それが時代とともにだんだん速

くなってきまして，特に加速度的に早くなるの

は，農耕の開始以降です． 

このように人類の特色というのは，いわゆる霊

長類一般のもっている特徴をもとにして生まれ

たもので，霊長類以外の動物からはおそらく生

まれなかった．霊長類の中から，人類というも

のは生まれるようになっていたのだろうという

ふうに考えられるのです． 

結局，地球上で人類自身はきわめて特殊な存在 

図３･３－大脳の運動野の筋肉支配分布 <原図ペンフィールド･ラスムッセン,1950>
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に違いありませんが，基盤はあくまで生物であ

って，この点では，ほかの動物を支配する法則

からのがれることはできない．ただ，その生物

としてもつ特性がもとになって，独特の生活技

術の最初の引き金が引かれると，それがはじめ

はゆっくりと，やがては加速度的にどんどん発

達して，今日の繁栄をみるようになったといえ

ると思います． 

編集 原人というのは大体いつごろから出てく

るんですか． 

渡辺 年代のことを言いませんでしたが，1950

年くらいまでは，猿人というのはだいたい70万

年から80万年くらい前だといわれていました．

それがジンジャントロプスが出て，その地層を

カリウム・アルゴン法という新しい方法で年代

測定したところが，２倍以上古くなりました．

その後それがさらに古くなって250万年になり，

最近では300万年ぐらいまでさかのぼるといわ

れています．そして少なくとも110万年くらい

前までは明らかに猿人がいました．それから原

人は，今わかっているのは50万年．北京原人の

ほうが少し新しいと言われています．昔から原

人は，北京原人を含めて40万年から50万年と言

われていたんですが，それは新しい年代測定の

結果とも合うわけです． 

それから旧人になりますと，これは最近だんだ

ん新しくなってきて，いつからという初めのほ

うはわかりませんが，終りのほうは大体４万年

くらいまでは明らかにいたということがわかっ

ています．新人は，だいたい４万年よりあとで

す． 

人種をめぐって 

編集 人種のことをお聞きしたいのですが． 

渡辺 一体いつ頃から人種があらわれたかとい

う問題，これは骨しか残らないので困るのです

が，白人も黒人も骨になるとあまりはっきりし

た違いが出てこない．骨の特徴として確かに頭

のかっこうとか，身体の各部のプロポーション

は人種によって違いますから．そういうことか

ら推定されているんですが，はっきりしたこと

はわかりません．原人の段階から今日の人種に

分かれてきたという学者もいますが，一応，ホ

モ・サピエンスになってからあらわれたと思っ

ています． 

ただ，人種というものがなぜ分かれてきたかと

いうと，これはそれぞれの違った環境への適応

の結果ということでかなり理解できます．今で

こそいろいろと入りまじって，白人も熱帯に行

くし，黒人も寒い地方へ行って生活してますが，

やはり本来の黒人は熱帯地方，白人の典型は北

欧辺，黄色人種はどちらかというと，アジアの

乾燥した寒冷地に本拠があったと思われます．

黄色人種の特徴は，ほお骨が出っぱってて，顔

が扁平で，まぶたも厚い．これは寒冷に対する

適応で，寒さから眼球を守るとか顔を守るため

で，吸いこむ空気を暖めるには鼻をなるべく低

くして，顔の中に埋めこんだ方がいい．いずれ

にしても黄色人種の特徴というのは，寒冷に対

する適応として説明できる要素が非常に多いの

です．ところがそういう特徴は，古い黄色人種

ではあまり顕著でない． 

アメリカ・インディアンは黄色人種ですが，か

なり古い時代に向こうへ渡っていった古い人種

で，これには黄色人種の特長は余り強くないの

です．現在のインディアンを見ると，たとえば

子供の尻には，みな蒙古斑というあざがありま

すが，これは黄色人種の特徴です．皮膚の色や

頭の毛の特徴などをみても黄色人種にちがいな

い．しかし，昔からアメリカ・インディアンの

古い骨はよく白人のだと言われました．それほ

ど黄色人種らしくないのです．このように古い

ころの黄色人種は，それらしい特徴は弱いので

すが，北のほうへ進出してきた連中には次第に

黄色人種としての特徴が強くあらわれてきてい

ます．ツングースとか，シベリアあたりから黒

竜江のあの辺にいる連中には，黄色人種の特徴

が非常に顕著なのです．つまり寒冷への適応が

進んだわけです．ですから，今でも東南アジア

などの住民には，典型的な黄色人種の特徴はで

ていません．南の方では，一重まぶたなどはほ

とんどないでしょう．北の方へ行くと，一重ま

ぶたが圧倒的に多くなって，日本人も多いほう

ですね． 

人類の発生地域 

編集 原人以前の段階で遺跡が見つかってるの

は，アフリカ以外にはどこにあるでしょうか．

渡辺 今のところはっきりしている猿人は，ア

フリカだけです．アジアにもそれらしいものが

ないわけではないのです．ジャワでみつかった

メガントロプスといって，下顎骨の破片が２片

出ているだけですが，これがどうも形からいう

とアウストラロピテクスだろうといわれていま

す．これはピテカントロプスよりは古い層から

出ているのですが，ただ，その年代がはっきり

分からないのです．もしこれがそうだとすると

アジアにもすでに猿人はいたことになります．

原人になればもうジャワにいて，北京にいて，

ヨーロッパのハイデルベルクから出た化石もそ

うだと言われているし，アフリカからも出てい

ます．だから原人になるとかなり世界中にひろ

がっていたわけです． 

編集 最後に，日本列島の状況はどういうこと

になるのですか． 

渡辺 これはご承知のとおり，戦前までは縄文

時代より前には人が住んでいなかったと考えら

れていました．それが群馬県の岩宿で石器が見

つかって，縄文時代より前にも人のいたことが

わかりました．ただ，人骨はちっとも出てこな

いのです．石器しか出てこないのですが，石器

があればそれをつくった人間がいるはずです．

古い化石人骨といわれているものは，幾つかあ

ります．まぼろしの化石といわれる明石原人と

いうのがありますが，これは本物が戦災で焼け

てしまい，今となっては，何ともわからない．

それから栃木県の葛生，浜名湖と豊橋の近辺の

牛川，三ケ日，浜北の３ヵ所から見つかったも

のがあります．いずれも骨の断片なんですが，

年代を測定する方法がないのです．時代はすべ

て洪積世の終りごろですね．むしろ年代がはっ

きりわかっている化石人類の骨は沖縄から出た

ものなのです．那覇市の山下町に洞窟があって，

その洞窟から子供の骨が出ました．ここには炉

があって，炉のところに炭があったのです．そ

の炭の放射能をはかったところが，年代が３万

2000年前とでました．それからもう一つ沖縄本

島の南東部の海岸に港川というところがありま

すが，そこの石灰岩の断崖に亀裂があって，そ

の裂け目に詰まっていた土の中から，人骨が６

体分くらい出ました．その土の中に木炭の小さ

なかけらが混じっていたのを集めて，放射能を

測ったのですが，こちらの方は，１万8600年前

と出ました．これも洪積世の終りということに

なります．そうなると，どこからどうやって人

類が渡ってきたかという問題がでてきます．日

本で人類が生れたわけではないのですから，い

ずれにしてもどこかから渡ってこなければなら

ない．そのころできた陸橋を伝って，大陸から

渡ってきたのでしょうが，その話は次の亀井さ

んのご専門です（笑）． 




